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平成 16年度 1，700，000 。 1，700，000 
平成17年度 2，000，000 。 2，000，000 
包
総計(円) 3，700，000 。 3，700，000 
研究発表
(1)学会誌等
①高橋由典「体験選択の動的な性質JWソシオロジ』第 50巻 1号、 2005年 5月
②高橋由典「体験選択と聞いた社会性JW社会学評論J第 56巻 4号、 2006年 3月
③伊藤公雄「社会学のイメージJWフォーラム現代社会学J第4号、 2005年 5月
















『戦後日本のなかの「戦争J~ 世界思想社、 2004 年 2 丹
④高橋三郎「日本におけるミリタリー・ソシオロジーの系譜ー建部遮吾と高田保馬j大梶俊
夫ほか編『現代の社会学 21世紀へJ北樹出版、 2004年 3月
⑤高橋三郎「戦没者の手記についての一考察ー森岡清美『決死の世代と遺書』をめぐってJ








⑨Ito， Kimio， An introduction to men's studies， Maclelland，M.and R.Dasgupta(eds.)， 
Genders， Transgenders andSexualities in Japan， Rout1edge. 














































対象 前回調査 (1978)において回答のあった 978の戦友会
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2 どういうつながりをもとにしているか | 
13厚いつ、どのようなきっかけで作られたか | 
4 会員数の変化、大会への出席者数の変化 | 




















































1 名称とその由来 | 
部隊名称、暁会と称す部隊の編成3中台在り四私どもは1中隊約400名五月会と私が復期を採りました。
(2度と祖国の土を踏むとは思いませんでたから)
2J どういうつながりをfもとにしているか ! 
















6.戦友会運営の苦労 ぃ | 























































1 名称とその由来 i 













































































2 どういうつながりをもとにしているか | 









10 戦後日本社会についての考え | 
E 




















4 会員数の変化、大会への出席者数の変化 | 
5.戦時中の役職や階級が生きているか | 
104 
















2. どういうつながりをもとにしているか | 
















1 名称とその由来 | 
2 どういうつながりをもと!こしているか | 
3 いつ、どのようなきっかけで作られたか ! 









10 戦後民本社会についての考え | 
、
E 







2. どういうつながりをもとにしているか l 
(作戦地)比島、台湾、沖縄 (時期)昭和18年12月明野陸軍飛行学校で編成→終戦迄






























































































































































































































9 戦友会の意味や役割 | 
私達厳しい当時の時代を生き抜いて来たものたちにとって懐古以外の何物でもありません。















































































































































出席 70'""100'""130'" 5 5 
会員数100'""300'""150"'120
最盛期 S60年頃
現在日.14.4. 14 55名出席 120名会員数




















































































































3a いつ、どのようなきっかけで作られたか ん ! 
歩兵砲中隊長と私が相談して作りました
昭和初年5月頃第一回戦友会を開催しました


























































3 いつ、どのようなきっか-けで作られたか I 
無事帰還した兵卒は集って戦友会を発足させた。
14. 会員数の変化、大会への出席者数の変化 I 
i戦争中は体に無理が有り其れに依り復員后病気になり亡くなって行った方も居りました。
最初の頃より参加者が減り続けて参りました。




































































可偵碑の会はS58年陸士45** * * (自衛隊航空幕僚長00平成13.2. 14死去)の呼び掛けにより「苛令部偵察
飛行隊の碑jが建立されS60.5.19に除幕式が挙行された。



































































































































1 .名称とその由来 | 
2.どういうつながりをもとにしているか | 
3 いつ、どのようなきっかけで作られたか | 
4.会員数の変化、大会への出席者数の変化 | 

































































1 名称とその由来 ] 
2. どういうつながりをもとにしているかーで1
3Eいつ、どのようなきっかけで作られたか三1





















3 いつ、どのようなきっかけで作られたか | 











1.0 戦後日本社会についての考え | 
E 
153 
































































5.60 11中京)1 122 
61 2 岩手 130 
62 3 栂騎 165 
63 4 栃木 132 
H元 5 神奈川 107 
2 6 秋服 部
3 7 東京 108 
5 9 諮問
S 12 善問 77 
9 13 栃木 71 
10 14儲島 57 
機撃昭産問料品暗殺せlこZ成1年解腕、商会を融緩陵会を糊する
平成12 静岡 22 18 
13 37 27 10 
14 32 23 






















































































































3 いつ;どのようなきっかけで作られたか ! 
卒業以来実施しているが




















































関東 159 4ω14 
関西 85 17ω問




関東 19 4-14 
関西 20 17ー 18
中部 57 15-19 
96 



































































































































































1 .活動している 1 












































































































6. 戦友会運営のご苦労をお教えください o 時期によってご苦労のなかみが違うと思い
ますので、くわしくお教えください。
178 
7. 戦友会の目的は r慰霊・親睦・体験の語り合いj にあるといわれていますが、あな
たの戦友会の場合はどうでしょうか。時代の流れとともに何か変化があったでしょうか。
具体的にお教えください。
8.戦友会として刊行された部隊史、戦闘史、戦友会史などがございましたら、書名・発
行年などをお教えください o 戦友会として建立された慰霊碑がございましたら慰霊碑
名・建立場所側建立年などをお教えください。戦友会として遺骨収集に参加されたこと
がございましたら遺骨収集団名・地域・実施年などをお教えください。その他、戦友会
として独自の活動をしておられましたら、具体的にお教えください。
179 
9.戦友会の会員の人たちにとって、戦友会にはどのような意味や役割があったとお考え
になりますか。また、戦後日本社会において戦友会とはどんな存在だったのでしょうかo
是非おきかせください。
戦争体験者として、戦後日本社会を振り返ってどのようにお考えですか。ご自身の体験やお
気持に基づいて、是非おきかせください。
【質問は以上です。ご協力ありがとうございましたo】
180 
